
　
　

消
費
税
が
10
％
に
な
り
、
暮
ら
し
と

日
本
経
済
に
大
き
な
打
撃
。
政
府
は
10
％

に
し
た
消
費
税
を
財
源
に
し
て
、
保
育
無

償
化
を
実
施
。

　

私
は
、
保
育
料
へ
の
補
助
を
求
め
て
き
た
。

「
保
育
料
を
下
げ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
声
が

あ
っ
た
か
ら
だ
。
保
護
者
の
願
い
に
応
え
て
、

市
は
補
助
を
充
実
さ
せ
た
。

　

保
育
の
無
償
化
に
よ
っ
て
、
市
の
負
担
は

い
く
ら
減
る
の
か
。

財
務
部
長　

９
千
万
円
。

　
　

９
千
万
円
は
教
育
や
子
育
て
支
援
の

た
め
に
使
う
べ
き
だ
。

　

学
校
給
食
費
へ
の
補
助
を
行
う
自
治
体
が

増
え
て
い
る
。
県
内
で
は
、
佐
々
町
や
川

棚
町
な
ど
５
つ
の
自
治
体
だ
。

　

医
療
費
も
、
高
校
生
ま
で
補
助
す
る
自

治
体
が
増
え
て
い
る
。
県
内
で
は
松
浦
市

と
佐
々
町
が
高
校
生
ま
で
だ
。
平
戸
市
で

も
年
間
４
０
０
万
円
あ
れ
ば
可
能
だ
。

市
長　

経
済
活
性
化
や
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
、
交
流
人
口
拡
大
な
ど
、
市
の
未
来

に
つ
な
が
る
取
り
組
み
に
活
用
し
た
い
。

　
　

８
月
の
子
ど
も
議
会
で
、
野
子
中
学

校
の
生
徒
が
、「
野
子
小
学
校
の
滑
り
台
が

壊
れ
て
使
用
で
き
な
い
の
で
、
修
理
し
て
ほ

し
い
」
と
質
問
し
た
。
教
育
委
員
会
は
、「
予

算
が
な
い
の
で
で
き
な
い
。
来
年
度
修
理
し

た
い
」
と
答
弁
し
た
。

　

国
の
指
定
に
基
づ
い
て
、
市
は
教
具
（
ジ

ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
と
雲
梯
）、
遊
具
（
滑
り
台

と
ブ
ラ
ン
コ
）
を
全
小
学
校
に
整
備
す
る
考

え
だ
。
教
具
や
遊
具
は
、
子
ど
も
の
発
達
・

成
長
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
。

　

野
子
小
学
校
の
滑
り
台
修
理
の
費
用
は
、

50
万
円
。
他
の
小
学
校
の
状
況
と
整
備
費

用
は
。

教
育
次
長　

野
子
小
学
校
で
滑
り
台
、
山

田
小
学
校
で
雲
梯
、
田
平
東
小
学
校
で
ジ

ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
、
志
々
伎
小
学
校
で
ブ
ラ
ン

コ
が
不
足
。
費
用
は
全
部
で
３
０
０
万
円
。

　
　

９
千
万
円
あ
り
、
平
戸
城
イ
ベ
ン
ト
な

ど
に
は
多
額
の
税
金
を
使
う
。
50
万
円
、

３
０
０
万
円
が
出
せ
な
い
の
か
。

財
務
部
長　

来
年
度
か
ら
壊
れ
た
ら
、
す

ぐ
に
修
理
す
る
。
予
算
が
不
足
し
た
ら
、

補
正
予
算
を
組
む
。

山
﨑　

一
洋
（
日
本
共
産
党
）

●
国
の
保
育
無
償
化
で
、市
の
負
担
は
９
千
万
円
減

　
　

９
千
万
円
は
、
教
育
や
子
育
て
支
援
に

　
　

活
用
す
べ
き
だ

●
小
学
生
の
願
い
か
な
う
…
教
具
・
遊
具
の

　

し
く
み
を
改
善

QQQQQ
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平
戸
式
も
う
か
る
農
業
実
現
支
援
事

業
に
つ
い
て
、
５
年
間
の
最
終
年
度
を
迎
え

る
が
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
は
。

市
長　

ふ
る
さ
と
納
税
の
２
億
３
千
万
円

を
活
用
し
、
新
規
就
農
者
の
確
保
と
生
産

部
会
と
の
育
成
体
制
が
強
化
・
構
築
で
き
た
。

　
　

こ
の
成
果
を
生
か
す
た
め
に
新
た
な
事

業
が
必
要
で
は
な
い
か
。

農
林
水
産
部
長　

本
市
の
基
幹
産
業
で
あ

る
農
業
の
体
質
強
化
、
担
い
手
の
確
保
・

育
成
は
不
可
欠
で
あ
る
。
新
規
就
農
者
対

策
な
ど
新
た
な
事
業
に
取
り
組
む
。

　
　

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
実
質
化
へ
の
取
り

組
み
は
。

農
林
水
産
部
長　

本
市
農
業
生
産
に
資
す

る
プ
ラ
ン
と
し
て
、
ま
ず
は
モ
デ
ル
地
区
づ

く
り
に
取
り
組
む
。

　
　

西
九
州
自
動
車
道
の
進
捗
状
況
と
今

後
の
見
通
し
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

建
設
部
長　

松
浦
・
佐
々
道
路
に
つ
い
て
は
、

延
長
19
・
１
㎞
、
全
体
事
業
費
が
８
０
０
億

円
で
、
事
業
進
捗
率
14
％
。
事
業
費
ベ
ー
ス

で
は
、
平
成
28
〜
31
年
度
当
初
ま
で
の
事

業
費
は
１
５
７
億
円
で
、
全
体
事
業
費
に

対
し
20
％
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
西
九
州

自
動
車
道
へ
の
接
続
道
路
と
し
て
、
平
戸
大

橋
か
ら
田
平
中
学
校
前
の
や
ま
び
こ
ロ
ー
ド

ま
で
の
県
道
平
戸
田
平
線
も
整
備
中
で
あ

り
、
今
年
度
末
で
90
％
の
進
捗
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
や
ま
び
こ
ロ
ー
ド
は
県
道
に
移
管

さ
れ
る
予
定
。
今
後
は
、
早
期
完
成
を
図

る
た
め
に
、
平
戸
市
独
自
の
組
織
を
立
ち

上
げ
、
要
望
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
く
。

　
　

平
戸
市
民
病
院
と
生
月
病
院
が
、
厚

労
省
よ
り
再
編
等
が
必
要
と
さ
れ
た
全
国

４
２
４
病
院
の
中
に
含
ま
れ
、
市
民
な
ど
は

不
安
を
隠
せ
な
い
。
今
後
の
対
応
等
を
問
う
。

病
院
局
長　

平
戸
市
民
病
院
は
、
一
般
病
床

58
床
の
う
ち
10
床
を
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
へ

転
換
、
療
養
病
床
42
床
の
う
ち
13
床
の
介

護
療
養
病
床
を
介
護
医
療
院
へ
転
換
す
る
。

生
月
病
院
は
、
急
性
期
の
一
般
病
床
60
床
で

あ
る
が
、
病
床
機
能
転
換
は
避
け
て
通
れ

な
い
。
建
物
の
老
朽
化
も
深
刻
化
し
て
い
る
。

病
院
改
革
プ
ラ
ン
点
検
評
価
委
員
会
で
審

議
い
た
だ
き
、
報
告
書
を
受
け
、
両
病
院

の
具
体
的
方
針
を
ま
と
め
、
令
和
２
年
９

月
ま
で
に
県
、
厚
労
省
へ
報
告
す
る
。　
　

神
田　

全
記
（
伸
天
会
）

●
平
戸
式
も
う
か
る
農
業
実
現
支
援
事
業
の

　

検
証
と
今
後
は

●
西
九
州
自
動
車
道
の
進
捗
を
問
う

●
病
院
行
政
を
問
う

QQQQQQQQ
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地
域
団
体
商
標
の
取
得
に
対
し
、
ど

の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。　
　

農
林
水
産
部
長　

地
域
団
体
商
標
に
含
ま

れ
る
地
域
の
名
称
は
、
そ
の
商
品
と
密
接

な
関
連
性
を
有
し
て
い
る
た
め
、
模
倣
対

策
や
ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
化
に
資
す
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
地
域
産
業
の
活
性
化
や
地

域
お
こ
し
に
と
っ
て
も
、
大
変
有
効
な
制
度

と
認
識
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
商

工
物
産
課
や
商
工
会
、
商
工
会
議
所
、
漁
協
、

加
工
業
者
な
ど
関
係
団
体
と
調
整
を
図
り

な
が
ら
、
出
願
に
向
け
た
準
備
を
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。　

　
　

消
防
行
政
か
ら
見
て
ポ
ン
プ
操
法
大

会
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

消
防
長　

ポ
ン
プ
操
法
大
会
は
、
消
防
団

員
の
士
気
の
高
揚
と
技
術
の
向
上
を
目
指

し
、
団
員
が
一
致
団
結
し
て
目
標
に
向
か
っ

て
心
血
を
注
ぎ
取
り
組
ん
で
き
た
伝
統
あ

る
大
会
で
あ
る
。
団
員
の
知
識
と
技
術
の

向
上
が
図
ら
れ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

こ
の
大
会
に
向
け
て
の
訓
練
を
通
じ
て
、
消

防
団
活
動
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
団
員

間
の
絆
を
深
め
、
災
害
現
場
に
お
け
る
指

揮
命
令
が
確
立
さ
れ
、
円
滑
な
消
防
団
活

動
を
行
う
上
で
、
必
要
不
可
欠
な
重
要
な

大
会
で
あ
り
、
今
後
も
出
場
す
べ
き
も
の
と

考
え
て
い
る
。

　
　

市
内
で
は
近
年
、
買
物
弱
者
や
買
物

困
難
者
が
増
え
、
安
心
安
全
な
暮
ら
し
が

脅
か
さ
れ
て
い
る
と
聞
く
が
、
こ
れ
ら
に
対

す
る
行
政
の
対
策
は
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長　

現
在
で
も
ま
ち
づ
く
り
運
営
協
議

会
が
い
ろ
い
ろ
と
考
え
て
や
っ
て
い
る
こ
と

も
あ
る
の
で
、
他
の
地
域
も
そ
れ
ら
を
参

考
に
し
、
学
び
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
や
っ

て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。
平
戸
市
と

し
て
は
そ
れ
が
支
援
の
方
法
だ
と
考
え
て
い

る
。
市
と
し
て
は
、
特
別
に
直
接
買
い
物

弱
者
の
対
策
を
す
る
こ
と
は
考
え
て
は
い
な

い
。

　

　
　

市
内
産
木
材
の
県
内
外
で
の
活
用
状

況
と
日
本
の
伝
統
を
守
る
職
人
（
大
工
・

左
官
等
）
の
状
況
は
。

農
林
水
産
部
長　

県
内
木
材
の
素
材
生
産

量
は
、
約
14
万
５
千
㎥
で
、
県
内
流
通
の

建
築
用
材
が
３
万
４
千
㎥
、
県
外
流
通
の

建
築
用
材
が
５
万
６
千
㎥
、
チ
ッ
プ
、
バ
イ

オ
マ
ス
材
が
３
万
５
千
㎥
、
海
外
輸
出
が
２

万
㎥
で
あ
る
。
市
内
産
の
木
材
の
状
況
（
推

計
指
数
）
は
、
素
材
生
産
量
が
２
，
６
６

４
㎥
で
、
建
築
用
材
１
，
２
１
４
㎥
、
バ
イ

オ
マ
ス
材
７
２
８
㎥
、
輸
出
材
７
２
２
㎥
で
、

建
築
用
材
の
割
合
は
46
％
で
県
内
産
と
比

較
す
る
と
低
い
状
況
に
あ
る
。

建
設
部
長　

市
内
の
大
工
・
左
官
は
、
１

２
６
人
で
、
10
年
前
と
比
較
し
20
％
の
減
少
。

　
　

伝
統
技
術
を
継
承
す
る
た
め
の
制
度

が
必
要
と
考
え
る
が
、
制
度
の
紹
介
と
、

基
本
的
に
は
国
・
県
の
政
策
と
し
て
何
ら

か
の
形
で
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
、
建
設
部
、
文
化
観
光
商
工
部
が
窓
口

に
な
り
、
意
見
集
約
を
図
り
、
職
員
で
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

建
設
部
長　

岐
阜
県
高
山
市
で
、
伝
統
建

築
に
限
り
、
技
術
継
承
に
対
し
支
援
制
度

が
あ
る
。
ま
ず
は
地
元
の
方
々
、
職
種
の

方
々
（
大
工
・
左
官
等
）
が
一
致
団
結
し
て

い
た
だ
い
て
声
を
上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

基
本
的
に
税
金
を
投
入
し
て
い
る
以

上
、
公
益
法
人
、
民
間
法
人
を
問
わ
ず
、

現
在
の
振
興
公
社
の
定
款
の
目
的
を
堅
持

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
。

副
市
長　

市
民
の
た
め
と
の
視
点
は
共
通

で
あ
り
、
そ
う
い
っ
た
運
用
が
期
待
さ
れ
る
。

　
　

指
定
管
理
者
制
度
は
、
市
に
最
終
権

限
を
残
し
、
管
理
を
指
定
法
人
に
委
ね
る

行
為
で
あ
る
が
間
違
い
な
い
か
。

副
市
長　

ご
指
摘
の
と
お
り
市
に
も
権
限

は
あ
る
が
、
管
理
を
受
け
る
団
体
に
多
く

権
限
が
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
今
後
も

振
興
公
社
の
必
要
性
は
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
、
今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
検
討
会

で
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

地
方
自
治
体
の
事
業
に
参
入
す
る

都
市
部
の
企
業
が
多
く
、
本
来
地
元
で
支

出
さ
れ
る
お
金
や
雇
用
が
都
市
部
へ
流
れ
て

い
る
現
実
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、

男
女
共
同
参
画
の
活
動
が
市
の
所
管
に
止

ま
ら
ず
、
地
域
の
中
で
実
際
に
議
論
や
実

践
の
場
を
増
や
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

QQQQ

小
山
田　

輔
雄
（
伸
天
会
）

●
伝
統
を
守
る
職
人（
大
工
・
左
官
等
）の
技
術
継
承

●
平
戸
市
振
興
公
社
に
対
す
る
市
の
今
後
の
考
え
は

●
男
女
共
同
参
画
社
会
の
進
捗
状
況
は

井
元　

宏
三
（
大
地
の
会
）

●
水
産
行
政
に
つ
い
て

●
消
防
行
政
に
つ
い
て

●
買
物
弱
者
に
対
す
る
行
政
の
現
状
認
識
と

　

対
応
に
つ
い
て

QQQQ

QQ
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